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特
集
●
貴
司
山
治
と
〈
占
領
・
開
拓
〉
の
時
代

「
小
林
多
喜
二
全
集
」
の
編
纂
過
程
〔
戦
前
編
〕

貴
司
山
治
資
料
な
ど
か
ら
の
検
討

    
 

伊
藤　

純　

　
　

一　

戦
前
の
小
林
多
喜
二
著
作
発
刊
概
要

　　

小
林
多
喜
二
の
小
説
、
評
論
な
ど
の
著
作
は
、
戦
前
、
厳
し
い
禁
圧
の

下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
多
く
の
も
の
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

生
前
刊
行
さ
れ
た
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
─
─

一
九
二
九
年 

 

『
蟹
工
船
・
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
』

戦
旗
社
（
定
本
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
叢
書
２
）

　

〃 
 
 
 
 
 

　

『
蟹
工
船
・
改
訂
版
』
戦
旗
社

一
九
三
〇
年　

『
不
在
地
主
』

日
本
評
論
社
（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
傑
作
選
集
12
）

　

〃　

 
 
 
 
 
 

『
蟹
工
船
・
改
訂
版
』

戦
旗
社
（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
叢
書
２
）

　

〃　

 
 
 
 
 
 

『
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
』

戦
旗
社
（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
叢
書
９
）

　

〃　

 
 
 
 
 
 

『
工
場
細
胞
』

戦
旗
社
（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
叢
書
10
）

一
九
三
一
年　

『
東
倶
知
安
行
』
改
造
社
（
新
鋭
文
学
叢
書
26
）

　

〃　
　
　

 
 

「
壁
に
は
ら
れ
た
写
真
」
改
造
社
（
『
ナ
ッ
プ
傑
作
集
』
）

　

〃　
　
　

 

「
戦
ひ
」
新
潮
社
（
作
家
同
盟
農
民
文
学
研
究
会
『
土
地

を
農
民
へ
』
）

　

〃　
　
　
　

『
蟹
工
船
』
改
造
社

　

〃　
　
　
　

『
オ
ル
グ
』
戦
旗
社

一
九
三
二
年　

『
沼
尻
村
』
作
家
同
盟
出
版
部
（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

作
家
同
盟
叢
書
２
）

な
ど
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
一
九
三
三
年
二
月
、
官
憲
に
よ
っ
て
拷
問
虐
殺
さ
れ
る
と
い
う

衝
撃
的
契
機
の
直
後
に
は
、
全
集
を
含
む
十
点
近
い
著
作
が
集
中
的
に
刊

行
さ
れ
た
。
こ
の
集
中
的
刊
行
に
つ
い
て
、
貴
司
山
治
は
戦
後
、
『
新
日

本
文
学
会
版
小
林
多
喜
二
全
集
第
三
巻
月
報
』

（
１
）（

以
下
「
全
集
の
歴
史
」
と

略
称
）
で
─
─
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ナ
ル
プ
〔
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
・
伊
藤
注
、
以
下
同
〕
中
央
常

任
委
員
会
で
は
「
小
林
多
喜
二
全
集
」
の
刊
行
を
決
議
し
て
、
四
月

（
一
九
三
三
年
）
に
は
「
蟹
工
船
」
「
不
在
地
主
」
を
収
め
た
そ
の
第

一
回
配
本
（
第
二
巻
）
を
出
し
た
。

　

一
方
、
コ
ッ
プ
〔
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
聯
盟
、
作
家
同
盟
の
上
部

団
体
〕
で
も
小
林
労
農
葬
記
念
事
業
と
し
て
、
か
れ
が
命
を
か
け
て

た
た
か
つ
た
時
期
の
論
文
を
あ
つ
め
た
「
日
和
見
主
義
に
対
す
る
闘

争
」
一
巻
を
出
版
し
た
。
…
五
月
に
は
、
私
共
の
企
画
に
よ
り
組
織

外
に
お
い
て
改
造
社
か
ら
「
不
在
地
主
・
オ
ル
グ
」「
地
区
の
人
々
」「
蟹

工
船
、
工
場
細
胞
」
、
国
際
書
院
か
ら
「
転
形
期
の
人
々
」
、
九
月
に

は
遺
稿
の
部
分
を
ふ
く
め
た
「
転
形
期
の
人
々
」
を
改
造
社
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
刊
行
し
た
。
こ
れ
ら
の
総
刊
行
部
数
は
十
数
萬
に
上
っ
た
。

　

以
上
の
活
動
は
、
小
林
の
虐
殺
に
封
す
る
当
時
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
運
動
か
ら
の
逆
襲
と
し
て
、
計
画
さ
れ
、
実
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

と
証
言
し
て
い
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

な
お
、
一
九
三
三
年
内
の
小
林
多
喜
二
著
作
の
刊
行
物
を
国
会
図
書
館

で
検
索
す
る
と
─
─

　
　

『
不
在
地
主
、
オ
ル
グ
』
改
造
文
庫

　
　

『
日
和
見
主
義
に
対
す
る
闘
争
』
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
聯
盟
出
版
部

　
　

『
転
形
期
の
人
々
』
国
際
書
院

　
　

『
転
形
期
の
人
々
』
改
造
社

　
　

『
地
区
の
人
々
』
改
造
社

　
　

『
地
区
の
人
々
・
改
訂
版
』
改
造
社

　
　

『
小
林
多
喜
二
全
集　

第
二
巻
』
国
際
書
院

　
　

『
蟹
工
船
、
不
在
地
主
』
新
潮
文
庫

　
　

『
蟹
工
船
、
工
場
細
胞
・
改
訂
版
』
改
造
文
庫

の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
貴
司
の
証
言
が
事
実
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ

る
。

　

し
か
し
、
こ
の 

 

〝
逆
襲
〟 

 

的
ラ
ッ
シ
ュ
が
す
ぎ
る
と
、
刊
行
は
目
に

見
え
て
少
な
く
な
る
。
一
九
三
五
～
六
年
に
入
っ
て
刊
行
さ
れ
た
ナ
ウ
カ

社
版
『
小
林
多
喜
二
全
集
』
全
三
巻
と
、
『
小
林
多
喜
二
書
簡
集
』
、
『
小

林
多
喜
二
日
記
』
く
ら
い
で
あ
る
。
日
中
戦
争
の
始
ま
っ
た
一
九
三
七
年

（
昭
和
一
二
年
）
に
は
、
三
笠
書
房
の
叢
書
の
一
冊
に
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
、
こ
の
年
の
六
月
、
『
小
林
多
喜
二
随
筆
集
』
と
い
う
一
本
が
、

発
禁
本
や
関
西
の
労
働
運
動
資
料
の
蒐
集
家
で
あ
る
長
尾
桃
郎
の
編
と
し

て
書
物
展
望
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
最
近
の

『
日
本
近
代
文
学
館
年
誌
』
に
島
村
輝
氏
が
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る

（
２
）

。

　

こ
の
よ
う
に
、
戦
前
を
通
観
す
る
と
、
小
林
多
喜
二
の
作
品
に
つ
い
て 

 
〝
全
集
〟   　

と
銘
打
っ
た
刊
行
物
は
─
─

一
九
三
三
年
『
小
林
多
喜
二
全
集　

第
二
巻
』
（
「
蟹
工
船
」
と
「
不
在

　

地
主
」
を
収
載
）
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
編
、
国
際
書
院

（
右
記
を
『
作
家
同
盟
版
全
集
』
と
略
称
）

一
九
三
五
年
『
小
林
多
喜
二
全
集　

一
～
三
巻
』
ナ
ウ
カ
社
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一
九
三
五
年
『
小
林
多
喜
二
書
簡
集
』
ナ
ウ
カ
社

一
九
三
六
年
『
小
林
多
喜
二
日
記
』
ナ
ウ
カ
社

（
右
記
三
種
を
併
せ
て
『
ナ
ウ
カ
社
版
全
集
』
と
略
称
）

の
二
種
類
で
あ
る
。

　

筆
者
は
先
に
別
稿
「
小
林
多
喜
二
全
集
の
編
纂
過
程
─
─
『
貴
司
山
治

日
記
』
に
み
る
そ
の
表
裏
」

（
３
）

で
、
戦
後
最
初
の
小
林
多
喜
二
全
集
編
纂
事

業
で
あ
る
一
九
四
七
年
か
ら
一
九
五
三
年
の
い
わ
ゆ
る
『
新
日
本
文
学
会

版
小
林
多
喜
二
全
集
』
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
幸
い
こ
の
時

期
に
関
し
て
は
貴
司
山
治
日
記

（
４
）

に
比
較
的
具
体
的
な
記
述
が
あ
る
た
め

に
、
そ
の
様
相
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

戦
前
の
全
集
編
纂
事
業
に
つ
い
て
は
、
非
合
法
時
代
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
貴
司
日
記
に
も
ほ
と
ん
ど
記
載
は
な
く
、
さ
ら
に
は
、
弾
圧
の
み
な
ら

ず
作
家
同
盟
を
め
ぐ
る
複
雑
な
組
織
事
情
な
ど
も
か
ら
ん
で
、
そ
の
実
態

は
極
め
て
不
明
確
で
あ
る
。

　

幸
い
、
最
近
、
関
西
大
学
名
誉
教
授
浦
西
和
彦
先
生
か
ら
『
新
日
本
文

学
会
版
全
集
第
三
巻
月
報
』
を
ご
恵
贈
い
た
だ
き
、
長
年
求
め
て
い
た
貴

司
の
「
『
小
林
多
喜
二
全
集
』
の
歴
史
」
の
全
文
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
れ
ほ
ど
長
い
文
章
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
戦
前
の
小
林
多

喜
二
全
集
編
纂
過
程
の
骨
格
的
な
流
れ
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
に
、
片
々
た
る
関
連
資
料
や
諸
版
の
版
面
な
ど
の
考
証
を
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
状
況
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ま
だ
資
料
や
諸
家
の
言
及
の
見
落
と
し
は
少
な
く
な

い
と
思
う
が
、
と
り
あ
え
ず
現
時
点
で
考
え
得
た
こ
と
を
以
下
に
ま
と
め

た
い
と
思
う
。

　
　

二　

虐
殺
へ
の
抗
議
を
籠
め
た
『
作
家
同
盟
版
全
集
』

　　

小
林
多
喜
二
が
虐
殺
さ
れ
た
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
作
家
同
盟
版
全
集

第
二
巻
』
は
、
今
で
は
稀
覯
本
で
あ
り
、
国
立
国
会
図
書
館
に
は
そ
の
扉

に
「
禁
安
１
─
４
９
８
」
と
い
う
発
禁
本
で
あ
る
旨
の
標
記
が
あ
る
、
内

務
省
納
本
と
思
わ
れ
る
一
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

奥
付
に
よ
れ
ば
発
行
日
は
昭
和
八
年
四
月
五
日
で
、
翌
六
日
に
発
禁
処

分
に
な
っ
て
い
る

（
５
）

。

　

貴
司
は
こ
の
出
版
に
つ
い
て
前
記
の
よ
う
に
「
ナ
ル
プ
中
央
常
任
委
員

会
で
は
「
小
林
多
喜
二
全
集
」
の
刊
行
を
決
議
し
て
、
四
月
に
は
「
蟹
工

船
」「
不
在
地
主
」
を
収
め
た
そ
の
第
一
回
配
本
（
第
二
巻
）
を
出
し
た
。
」

と
述
べ
て
お
り
、こ
れ
が
、
作
家
同
盟
に
よ
る
多
喜
二
虐
殺
へ
の 

 

〝
逆
襲
〟  

の
一
つ
で
あ
り
、
周
辺
資
料
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、 

〝
逆
襲
〟 

の
闘
い
の

「
核
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

作
家
同
盟
は
、
三
月
一
五
日
の
労
農
葬
に
あ
わ
せ
て
機
関
紙
『
文
学
新

聞
』
の
「
多
喜
二
追
悼
号
」
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
第
四
面
最
下
段
に
作

家
同
盟
出
版
部
の
名
で
『
小
林
多
喜
二
全
集　

全
六
巻
』
発
刊
の
大
き
な

広
告
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
実
際
に
四
月
五
日
に
は
第
二
巻
が
発

刊
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
本
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
虐
殺
の
日
か
ら
わ
ず
か
一
か
月
半
後
の

こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
時
期
に
は
、
通
夜
、
告
別
式
、
三
月
一
五
日
の
労
農
葬
な
ど
、
警

察
と
対
峙
し
な
が
ら
の
危
険
な
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
、
さ
ら
に
、
作
家
同
盟

は
前
記
の
よ
う
に
、
改
造
社
な
ど
の
外
部
出
版
社
と
協
働
し
て
多
種
類

の
多
喜
二
作
品
の
編
纂
刊
行
を
進
め
、
あ
る
い
は
『
文
学
新
聞
』
『
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
学
』
（
作
家
同
盟
の
機
関
紙
誌
）
の
特
別
号
も
発
刊
す
る
な
ど
、

資
金
難
と
発
禁
で
正
規
の
三
月
号
が
発
刊
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
シ
ビ
ア

な
状
況
を
克
服
し
、
た
だ
ご
と
で
な
い
仕
事
量
を
こ
な
し
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、な
み
な
み
な
ら
ぬ 

 

〝
逆
襲
〟  

の
情
念
の
沸
騰
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　

貴
司
は
こ
の
時
期
に
、
多
喜
二
虐
殺
に

か
ら
む
暗
喩
に
富
ん
だ
小
説
「
子
」
を
書

い
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
半
非
合
法
状
態

の
『
文
学
新
聞
』
編
集
部
の
作
業
の
情
景

を
描
い
て
い
る
。

ま
る
で
機
関
車
の
火
夫
か
何
ぞ
の
や
う

に
働
い
て
ゐ
た
。
ね
る
ひ
ま
も
何
も
な

か
つ
た
。
秋
か
ら
冬
へ
、
そ
の
団
体
の

非
公
然
編
輯
部
で
、
数
人
の
仲
間
と
朝

か
ら
夜
中
ま
で
、
夜
中
か
ら
朝
ま
で
と

い
ふ
風
に
、
石
炭
を
も
や
し
つ
ゞ
け
て

ゐ
た
。

　

…
…
夜
の
あ
け
る
前
に
は
よ
く
温
度

が
氷
点
下
何
度
と
言
っ
て
下
る
こ
と
が

 図 1『文学新聞・多喜二追悼号』（1933/3/15）

の第一面と「小林多喜二全集発刊広告」

あ
つ
た
。
寒
さ
に
耐
へ
ら
れ
な
く
て
、
汚
い
、
戦
場
の
や
う
に
な
つ

た
部
屋
の
中
で
、
古
新
聞
や
反
古
を
燃
や
し
て
手
を
焙
つ
て
ゐ
る

…
…

（
６
）

　

こ
れ
は
多
喜
二
虐
殺
時
点
よ
り
も
数
年
前
、
作
家
同
盟
が
も
っ
と
も
活

発
に
活
動
し
て
い
た
時
期
の
情
景
だ
が
、
虐
殺
後
も
変
わ
る
ま
い
。
い
や
、

も
っ
と
暗
く
緊
張
し
た
状
況
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
編
集
部
は
東
京
西
郊
、
お

そ
ら
く
、
ま
だ
武
蔵
野
の
面
影
の
残
る
畑
や
森
の
合
間
の
粗
末
な
隠
れ
家
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の 
 

〝
離
れ
〟 

 

か
物
置
か
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
周
囲
の
畑
や
泥
道
に
は
夜

明
け
と
も
な
る
と
霜
柱
が
び
っ
し
り
と
た
つ
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、

人
々
は 

 
〝
逆
襲
〟 

 

の
情
念
を
燃
や
し
続
け
た
に
違
い
な
い
。

　
　

三　

『
作
家
同
盟
版
全
集
』
第
二
巻
の
内
容

　

貴
司
の
「
全
集
の
歴
史
」
に
は
『
作
家
同
盟
版
全
集
』
は
多
喜
二
虐
殺

直
後
に
作
家
同
盟
中
央
常
任
委
員
会
で
決
定
し
て
発
刊
し
た
と
書
か
れ
て

い
る
。
た
だ
、
編
纂
の
実
態
は
不
明
で
、
本
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
「
第

二
巻
」
に
も
解
題
と
か
編
集
後
記
、
編
纂
者
の
連
名
な
ど
は
全
く
な
い
。

　

そ
こ
で
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
第
二
巻
に
も
採
録
さ
れ
、
か
つ
一
九
二
九

年
以
来
、
い
ろ
い
ろ
な
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
「
蟹
工
船
」
を
〝
指
標
〟  

と
し
て
、
『
作
家
同
盟
版
全
集
』
の
あ
り
よ
う
を
検
討
し
て
み
た
い
。
「
蟹

工
船
」
は
小
林
多
喜
二
の
作
品
の
中
で
も
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
り
、
繰
り

返
し
刊
行
さ
れ
、
原
稿
も
相
当
程
度
保
存
さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

『
作
家
同
盟
版
全
集
』
刊
行
ま
で
の
そ
れ
ら
の
資
料
や
刊
本
を
列
挙
す

る
と
─
─

・
原
稿
（
一
部
分
）
初
出
誌
の
た
め
の
活
字
指
定
な
ど
が
書
き
込
ま

れ
た
清
書
稿

（
７
）

・
初
出　

『
戦
旗
』
一
九
二
九
年
五
／
六
月
号

・
刊
本
─
─

①
『
蟹
工
船
・
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
』
戦
旗
社
、
一
九
二
九

年
九
月
（
定
本
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
叢
書
２
）

②
『
蟹
工
船
・
改
訂
版
』
戦
旗
社
、
一
九
二
九
年
一
一
月

（
①
か
ら
「
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
」
を
除
い
た
も
の
）

③
『
蟹
工
船
・
改
訂
版
』
戦
旗
社
、
一
九
三
〇
年
三
月
（
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
叢
書
２
）

（
広
告
な
ど
か
ら
普
及
版
と
い
う
位
置
づ
け
ら
し
く
、
定
価
も

若
干
安
い
）

④
『
蟹
工
船
・
太
陽
の
な
い
街
・
鉄
の
話
』
改
造
社
、
一
九
三
一

年
五
月

⑤
『
作
家
同
盟
版
全
集　

第
二
巻
』
作
家
同
盟
出
版
部
編
、
国

際
書
院
、
一
九
三
三
年
四
月

　

─
─
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
中
で
、
版
面
が
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
③
の
一
九
三
〇
年
三
月
戦

旗
社
刊
の
も
の
で
、
ほ
ぼ
総
ル
ビ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
原
稿
や
初

出
誌
、
お
よ
び
①
に
も
若
干
の
ル
ビ
は
あ
る
が
ご
く
少
な
い
。
と
こ
ろ
が

③
は
平
易
な
漢
字
に
も
す
べ
て
ル
ビ
が
ふ
っ
て
あ
る
。
普
及
版
と
い
う
位

置
づ
け
ら
し
く
、
他
の
「
作
家
叢
書
」
が
七
〇
銭
～
一
円
の
価
格
設
定
な

の
に
対
し
て
、
五
〇
銭
と
安
い
。
よ
り
広
く
新
た
な
読
者
層
を
獲
得
し
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、『
作
家
同
盟
版
全
集
』（
以
下
⑤
と
略
記
）
も
ま
た
、
ル
ビ
が
多
い
。

③
と
⑤
の
発
刊
の
間
に
は
三
年
の
隔
た
り
が
あ
る
が
、
編
纂
、
版
行
の
上

で
何
か
関
連
が
あ
る
の
で
は
無
い
か
と
考
え
た
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
、
と
も
に
ル
ビ
の
多
い
③
と
⑤
を
子
細
に
較
べ
る
と
、
ど
う
も
⑤
は
ル

ビ
の
多
い
先
行
版
③
を
利
用
な
い
し
参
照
し
た
と
は
思
え
な
い
相
違
が
見
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出
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
「
蟹
工
船
」
冒
頭
の
有
名
な
一
行
─
─

　
　

「
お
い
、
地
獄
さ
行
ぐ
ん
だ
で
！
」

　

は
原
稿
に
も
初
出
誌
に
も
③
に
も
「
行え

ぐ
ん
だ
で
！
」
と
い
う
東
北
訛

り
に
近
似
し
た
特
徴
的
な
函
館
訛
り
が
ル
ビ
で
指
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
⑤
に
は
ル
ビ
が
な
い
。

　

あ
る
い
は
そ
の
す
ぐ
あ
と
の
─
─

　
　

「
高
い
船
腹
す
れ
〴
〵
に
落
ち
て
い
っ
た
。
」 

　

の
「
船
腹
」
は
こ
れ
も
原
稿
も
初
出
誌
も
③
も
「
船サ

イ
ド腹

」
と
特
殊
な
船

乗
り
言
葉
を
指
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
⑤
で
は
何
も
な
い
。

　

こ
の
二
例
だ
け
で
も
、
「
エ
グ
」
と
か
「
サ
イ
ド
」
と
い
う
読
み
を
期

待
す
る
作
者
の
意
を
通
じ
る
た
め
に
は
ル
ビ
は
必
須
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

⑤
は
、
ル
ビ
が
比
較
的
多
い
割
に
は
肝
心
の
、
ル
ビ
必
須
と
思
わ
れ
る
と

こ
ろ
に
そ
れ
が
欠
落
し
て
い
る
な
ど
、
全
体
的
に
ル
ビ
の
つ
け
か
た
も
恣

意
的
で
、
編
纂
は
杜
撰
の
感
を
免
れ
ず
、
何
を
底
本
と
し
た
か
も
明
ら
か

で
な
い
。

　
　

四　

作
家
同
盟
の
複
雑
な
組
織
事
情

　　

ひ
る
が
え
っ
て
、
発
刊
主
体
の
作
家
同
盟
の
状
態
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

当
時
の
作
家
同
盟
は
、
組
織
的
に
複
雑
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
と
、

一
九
六
五
年
、
貴
司
は
岩
波
の
雑
誌
『
文
学
』
誌
上
で
の
尾
崎
秀
樹
と
の

対
談
で
述
べ
て
い
る

（
８
）

。

八
年
（
一
九
三
三
年
）
の
一
月
末
に
、
佐
多
稲
子
が
き
て
小
林
多
喜

二
が
会
い
た
い
と
い
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
指

定
さ
れ
た
場
所
、
渋
谷
宮
益
坂
の
途
中
に
あ
る
古
本
屋
の
前
で
会
っ

た
わ
け
だ
。
ま
ず
彼
は
、
ど
う
だ
っ
た
か
ね
、
と
聞
く
ん
だ
。
と
こ

ろ
が
、
小
林
は
前
年
に
は
ぼ
く
を
平
同
盟
員
に
叩
き
落
と
す
先
頭
に

立
っ
た
わ
け
で
す

（
９
）

。
そ
れ
で
、
ど
う
だ
っ
た
か
ね
と
い
う
の
は
、
ふ

ざ
け
て
い
や
が
る
と
思
っ
て
、
君
の
「
独
房
」
と
い
う
小
説
の
と
お

り
だ
よ
、
と
い
っ
た
ら
、
赤
い
顔
し
て
る
ん
だ
な
。
あ
の
「
独
房
」

図
２ 
一
九
三
〇
年
戦
旗
社
刊
の

 

『
蟹
工
船
・
改
訂
版
』
表
紙
と
冒
頭

  

普
及
版
と
さ
れ
総
ル
ビ
、
定
価
も
五
〇
銭
と

安
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。（
国
立
国
会
図
書
館
近

代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
よ
り
引
用
）
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と
い
う
の
は
非
難
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
の
と
お
り
だ
と
い
う
こ

と
は
、
一
種
の
ひ
ど
い
皮
肉
だ
か
ら
ね
。

…
…
そ
の
あ
と
で
私
に
対
し
て
、
作
家
同
盟
の
中
央
委
員
会
に
帰
っ

て
く
れ
、
と
い
う
ん
で
す
。

…
…
帰
っ
て
何
を
す
る
ん
だ
、
と
い
っ
た
ら
、
林
房
雄
と
闘
っ
て
く

れ
と
い
う
の
だ
。
林
房
雄
は
そ
の
と
き
、
す
で
に
作
家
同
盟
を
や
め

ち
ゃ
っ
て
い
る
の
だ
な
。
だ
か
ら
そ
れ
じ
ゃ
ピ
ン
ト
が
外
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
と
い
っ
た
ら
、
実
は
と
い
っ
て
、
作
家

同
盟
内
の
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
共
産
党
員
）
は
、
鹿
地
（
亘
）
、
山
田

（
清
三
郎
）
、
川
口
（
浩
）
、
女
で
は
宮
本
（
百
合
子
）
、
佐
多
（
稲
子
）
、

そ
れ
か
ら
坂
井
徳
三
も
そ
う
だ
と
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
鹿
地
、

山
田
、
川
口
、
三
人
が
ブ
ロ
ッ
ク
を
作
っ
ち
ゃ
っ
て
、
自
分
と
の
連

絡
を
切
っ
て
、
コ
ッ
プ
の
指
導
、
党
の
指
導
に
従
わ
な
い
、
と
い
う

の
だ
な
。
…
…
と
い
う
よ
う
な
状
況
を
説
明
し
て
、
作
家
同
盟
の
、

い
ま
で
い
え
ば
修
正
主
義
的
な
傾
向
と
闘
っ
て
く
れ
、
と
い
う
よ
う

な
意
味
合
い
の
話
な
ん
で
す
ね
。
…
…
そ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
別
れ

た
ん
で
す
が
、
そ
し
た
ら
す
ぐ
後
で
つ
か
ま
っ
て
殺
さ
れ
ち
ゃ
っ
た

ん
で
す
。(

傍
線
は
伊
藤
）

　

こ
の
よ
う
な
多
喜
二
の
「
林
房
雄
に
た
い
す
る
闘
争
」
、
つ
ま
り

は 

〝
日
和
見
主
義
に
対
す
る
闘
争
〟　

に
対
し
て
、
貴
司
は
前
記
「
貴
司
・

尾
崎
対
談
」
の
中
で―

―

〔
多
喜
二
の
書
い
た
〕
林
房
雄
を
対
象
と
し
て
の
、
日
和
見
主
義
に
対

し
て
闘
え
と
い
う
文
章
で
す
ね
。
〔
多
喜
二
が
〕
そ
れ
を
ど
う
か
〔
ど

う
思
う
か
〕
と
い
う
か
ら
、
…
…
そ
う
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
林
は
遠

く
へ
行
っ
ち
ゃ
う
し
、
林
に
続
い
て
い
ろ
ん
な
人
が
離
散
し
て
い
く

と
い
う
結
果
に
対
し
て
、
君
は
な
ん
に
も
考
え
な
い
で
や
っ
て
い
る

の
は
、
困
っ
た
こ
と
だ
と
か
、
そ
う
い
う
意
見
を
い
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
う
し
た
ら
彼
は
、
卑
怯
だ
か
ら
み
ん
な
逃
げ
る
ん
だ
と
い
う
意
味

の
こ
と
し
か
い
わ
な
い
の
で
す
ね
。

小
林
の
方
針
と
い
う
の
は
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
作
家
同
盟
が
つ
ぶ
れ

る
方
向
で
し
か
な
い
の
で
す
ね
。
そ
れ
は
小
林
だ
け
で
は
な
く
て
、

宮
本
の
方
針
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
鹿
地
亘
が
同
盟
内
の
党
員
の

キ
ャ
ッ
プ
を
し
て
い
て
、
小
林
と
宮
本
の
〔
こ
う
い
う
〕
意
見
に
た

え
ず
対
立
し
た
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
鹿
地
が
書
い
て
い
ま
す
ね
。

と
述
べ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
こ
の
時
期
、
作
家
同
盟
は
共
産
党
な
い
し
上
部
機
関
た
る
文
化

聯
盟
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
造
反
状
態
に
陥
っ
て
い
た
の
だ
。
こ
の

事
態
は
、
考
え
て
み
る
と
、
戦
旗
社
事
件

（
10
）

以
来
の
、
鹿
地
亘
と
い
う
人

物
の
一
貫
し
た
姿
勢
が
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
鹿
地
の
、
大

衆
団
体
の
独
自
性
を
擁
護
し
党
官
僚
支
配
に
抵
抗
す
る
頑
固
な
姿
勢
が
感

じ
ら
れ
る
。
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五　

小
林
全
集
発
行
事
業
の
文
化
聯
盟
・
党
中
央
へ
の
移
行

　

こ
の
よ
う
な
組
織
状
況
の
中
で
、
全
集
発
行
事
業
の
体
制
に
変
化
が
起

こ
っ
て
く
る
。
続
刊
が
出
な
い
ま
ま
、
広
告
だ
け
が　

〝
跳
梁
〟　

す
る
。

　

作
家
同
盟
機
関
誌
で
あ
る
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』
一
九
三
三
年
五
月

号
に
は
半
頁
の
発
刊
予
告
広
告
が
出
て
い
る
。
た
だ
こ
の
広
告
で
は
、
発

刊
母
体
が
作
家
同
盟
で
は
な
く
そ
の
上
部
団
体
で
あ
る
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
化
聯
盟
」
に
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
集
の
巻
数
が
三
月
の
作
家

同
盟
広
告
で
は
六
巻
だ
っ
た
の
が
七
巻
に
増
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
一
一
月
発
行
の
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』
二
巻
六
号
─
─
そ
れ

は
奇
し
く
も
こ
の
雑
誌
の
最
終
号
で
あ
る
が
─
─
に
は
見
開
き
の
巨
大
な

広
告
が
登
場
す
る
。
巻
数
は
つ
い
に
一
〇
巻
全
集
へ
と
肥
大
し
、
「
九
月

第
一
回
配
本
で
来
年
九
月
に
完
結
！
」
と
、
過
ぎ
去
っ
た
過
去
の
第
一
回

配
本
期
日
を
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
発
行
主
体
は
「
文

化
聯
盟
」
で
あ
る
。

　

『
作
家
同
盟
版
全
集
』
発
刊
事
業
が
上
部
団
体
に
移
行
し
て
い
っ
た
こ

と
を
、
貴
司
は
「
貴
司
・
尾
崎
対
談
」
の
中
で
は
簡
単
に
─
─

　

そ
も
そ
も
多
喜
二
全
集
は
作
家
同
盟
で
出
す
と
い
う
話
だ
っ
た
。

そ
う
し
た
ら
、
宮
本
百
合
子
な
ん
か
が
小
林
多
喜
二
は
、
作
家
同
盟

だ
け
の
人
間
で
は
な
い
か
ら
文
化
連
盟
の
ほ
う
で
出
す
べ
き
だ
、
と

い
い
だ
し
た
わ
け
だ
。
そ
れ
が
し
ば
ら
く
し
た
ら
、
文
化
連
盟
で
出

す
の
も
身
の
ほ
ど
知
ら
ず
だ
と
い
っ
て
、
党
の
中
央
部
で
出
す
、
と

い
う
話
に
な
っ
た
。

　

と
だ
け
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
れ
で
、
当
時
の
左
翼
組
織
や
組
織
人

の　

〝
組
織
エ
ゴ
〟　

や　

〝
大
衆
団
体
蔑
視
〟　

が
透
け
て
見
え
る
が
、
実
際
は

図３　『プロレタリア文学』二巻六号（1933/11/15 発行）の

『小林多喜二全集』見開き広告
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そ
れ
以
上
に
、　

〝
造
反
者
〟　

鹿
地
ご
と
き
に
こ
の
重
要
な
仕
事
を
や
ら
せ

て
お
け
る
か
、
と
い
う
組
織
上
の
問
題
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
　

六　

一
九
三
三
年
中
の
編
纂
事
業
の
実
態
と
挫
折

　

『
作
家
同
盟
版
全
集
』
の
一
冊
は　

〝
無
か
っ
た
こ
と
〟　

に
な
り
、
全
集

発
刊
の
仕
事
が
上
部
機
関
で
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
聯
盟
（
実
質
的
に

は
共
産
党
中
央
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
結
果
、
発
刊
事
業
は
ど
う
展
開
し

た
だ
ろ
う
か
。

　

新
た
な
所
管
者
と
な
っ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
聯
盟
の
機
関
誌
『
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
化
』
に
は
「
大
衆
の
手
に
よ
る
『
小
林
多
喜
二
全
集
刊
行
』

を
提
唱
す
」 

と
い
う　

〝
大
号
令
〟　

が
掲
載
さ
れ
て
い
る

（
11
）

。

　

こ
の　

〝
大
号
令
〟　

は
二
段
組
み
八
頁
に
及
ぶ
長
大
な
「
檄
文
」
で

　

日
本
資
本
主
義
の
危
機
の
状
態
は
、
そ
れ
を
切
り
抜
け
る
た
め
の

満
蒙
侵
略
戦
争
開
始
後
と
雖
も
依
然
と
し
て
進
行
し
、
寧
ろ
戦
争
に

よ
っ
て
一
層
破
滅
的
状
態
と
な
っ
た
が
故
に
、
今
や
支
配
階
級
は
人

民
の
思
想
、
文
化
の
自
由
さ
へ
も
奪
ひ
と
ら
ね
ば
そ
の
侵
略
戦
争
を

「
今
日
以
降
も
は
や
一
歩
も
進
ま
せ
得
な
い
」
（
荒
木
陸
相
の
演
説
）

ま
で
の
危
機
に
陥
っ
た
。

　

日
本
に
お
い
て
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
全
人
民
の
解
放
の
事
業

を
遂
行
す
る
唯
一
の
階
級
と
し
て
今
日
現
実
の
歴
史
の
上
に
登
場
し

た
の
だ
。
過
去
に
於
い
て
最
も
知
的
に
洗
練
さ
れ
て
ゐ
る
イ
ン
テ
リ

ゲ
ン
チ
ャ
が
こ
の
歴
史
的
使
命
を
自
覚
し
、
身
を
以
て
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
側
へ
移
り
来
り
、
果
敢
な
闘
争
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
は
資

本
主
義
第
三
期
の
一
つ
の
特
徴
あ
る
現
象
で
あ
る
…
…

　

と
、
ま
ず　

〝
革
命
は
必
然
で
か
つ
間
近
だ
〟　

と
い
う
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

三
二
年
テ
ー
ゼ
に
準
拠
し
た
第
三
期
論
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
─
─

　

小
林
全
集
を
成
功
的
に
実
現
せ
し
め
る
こ
と
は
、
た
ゞ
革
命
的
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
闘
争
の
一
翼
と
し
て
闘
わ
れ
て
の
み
そ
の
本
来

の
革
命
的
階
級
的
意
義
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

今
日
ま
で
…
…
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
に
お
い
て
は
、
小
林

全
集
刊
行
の
事
業
を
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
立
場
か
ら
、
下

か
ら
の
統
一
戦
線
の
樹
立
の
た
め
の
闘
争
の
形
態
と
し
て
提
唱
し
遂

行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
見
解
が
こ
れ
を
妨
げ
た
。

こ
の
見
解
の
主
要
特
徴
は
今
日
コ
ッ
プ
に
全
集
刊
行
の
た
め
の
何
ら

の
経
済
的
條
件
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
直
ち
に
全
集
の
刊
行
を
ブ
ル

ジ
ョ
ア
出
版
業
者
に
委
託
し
終
え
れ
ば
足
る
と
考
え
た
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
。
…
…
同
志
小
林
の
虐
殺
の
下
手
人
×
×
〔
天
皇
〕
制
テ
ロ

ル
に
対
す
る
大
衆
闘
争
の
上
に
展
開
し
、
遂
行
せ
し
め
る
と
い
ふ
革

命
的
政
治
的
観
点
─
─
こ
こ
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
実
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際
に
大
衆
的
方
法
に
よ
っ
て
刊
行
し
得
る
と
い
ふ
認
識
─
─
を
欠
い

た
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
。

　

と
断
じ
、
六
項
目
に
わ
た
る
詳
細
な
「
組
織
プ
ラ
ン
」
ま
で
提
示
し
て

い
る
。

　

で
は
、
こ
の
壮
大
な
提
案
は
実
行
さ
れ
た
の
か
。
事
業
体
を
、
「
作
家

同
盟
」
と
い
う　

〝
大
衆
団
体
〟　

か
ら
「
文
化
聯
盟
」
と
い
う
共
産
党
直
下

の
上
部
組
織
に
格
上
げ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
優
れ
た
制
作
ス
タ
ッ

フ
が
組
織
さ
れ
、
仕
事
が
展
開
さ
れ
る
か
と
思
う
と
、
ど
う
も
そ
う
は
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

「
貴
司
・
尾
崎
対
談
」
に
そ
の
後
の
顛
末
が
語
ら
れ
て
い
る
。
─
─

　

小
林
が
死
ん
で
ひ
と
月
ぐ
ら
い
経
っ
た
春
の
こ
ろ
に
、
佐
多
稲
子

が
来
て
、
宮
本
が
会
い
た
い
と
い
っ
て
い
る
が
会
わ
な
い
か
、
と
い

う
か
ら
、
い
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
、
場
所
は
ぼ
く
の
ほ
う
で

指
定
し
て
、
何
時
間
も
話
し
た
な
。
宮
本
は
当
時
は
、
と
に
か
く
最

高
幹
部
の
一
人
で
し
た
ね
。
そ
の
と
き
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
ぼ
く

に
持
っ
て
き
た
わ
け
で
す
よ
。
…
…
〔
そ
の
中
の
一
つ
が
文
化
聯
盟
・

党
中
央
が
刊
行
主
体
と
な
っ
た
『
小
林
全
集
』
の
件
で
〕
宮
本
は
党
の
中

央
部
で
出
す
と
決
め
て
い
る
か
ら
、
そ
の
仕
事
を
ぼ
く
に
や
っ
て
く

れ
、
と
い
う
の
だ
な
。
そ
こ
で
党
の
中
央
部
で
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
必
要
は
ど
こ
に
あ
る
ん
だ
と
ぼ
く
は
聞
い
た
わ
け
だ
。
党
の
中

央
部
で
出
せ
る
わ
け
の
も
の
で
も
な
い
し
、
出
す
べ
き
で
も
な
い
し
、

も
っ
と
広
範
な
大
衆
的
な
小
林
多
喜
二
全
集
刊
行
会
を
作
っ
て
、
そ

こ
で
出
す
よ
う
に
す
べ
き
だ
、
と
主
張
し
た
わ
け
で
す
。
け
っ
き
ょ

く
彼
も
そ
れ
に
賛
成
し
て
、
ぼ
く
が
刊
行
会
を
作
っ
た
。
発
起
人
に

は
、
山
本
実
彦
は
な
っ
て
く
れ
た
が
、
嶋
中
雄
作
は
断
っ
て
き
ま
し

た
よ
。
し
か
し
水
ノ
江
滝
子
は
賛
成
し
て
き
た
し
、
い
ろ
ん
な
人
が

た
く
さ
ん
入
っ
て
き
た
。
…
…
三
百
円
ぐ
ら
い
の
金
が
集
ま
っ
た
か

な
…
…

　

─
─
と
い
う
こ
と
で
、
共
産
党
で
あ
れ
文
化
聯
盟
で
あ
れ
、
結
局
非
合

法
組
織
で
は
扱
い
よ
う
も
な
く
、
非
党
員
で
シ
ン
パ
の
貴
司
に
話
し
が

廻
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
貴
司
は
刊
行
会
を
立
ち
上
げ
仕
事
を
進

め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
一
九
三
三
年
中
、
全
集
刊
行
に
漕
ぎ
着
け
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
同
時
代
の
貴
司
日
記
（
一
九
三
四
年
三
月
二
六
日
）

に
は
、
こ
の
挫
折
の
理
由
が
直
截
に
書
か
れ
て
い
る
。

〔
コ
ッ
プ
・
文
化
聯
盟
は
〕
内
部
的
に
、
人
的
に
、
組
織
は
も
は
や
腐

朽
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
私
が
コ
ッ
プ
の
主
観
的
要
素
〔
弾
圧
な
ど

の
外
部
要
因
に
対
し
て
組
織
側
の
状
況
〕
の
崩
壊
と
い
う
こ
と
に
逸
早

く
気
づ
い
た
の
は
小
林
全
集
刊
行
会
の
仕
事
を
通
じ
て
、
全
コ
ッ
プ

の
ど
の
同
盟
の
い
か
な
る
機
関
も
も
は
や
そ
の
機
能
を
停
止
し
て
い

る
と
い
ふ
こ
と
を
知
っ
た
〔
一
九
三
三
年
の
〕
八
九
月
ご
ろ
だ
っ
た

（
12
）

。

　

戦
後
の
「
全
集
の
歴
史
」
の
表
現
で
は
─
─
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刊
行
会
が
党
中
央
（
宮
本
）
に
直
結
し
た
合
法
活
動
だ
と
気
づ
い

て
い
る
者
は
幸
い
に
一
人
も
な
か
っ
た
が
、
こ
の
仕
事
や
ら
そ
の
ほ

か
の
、
当
時
の
党
活
動
へ
の
協
力
や
ら
で
、
た
え
ず
宮
本
と
連
絡
し

て
仕
事
を
進
め
て
行
く
内
に
、
協
力
者
と
し
て
の
池
田
寿
夫
が
や
ら

れ
、
杉
本
良
吉
が
や
ら
れ
、
つ
い
に
宮
本
顕
治
も
ま
た
検
挙
さ
れ
て

〔
一
九
三
三
年
一
二
月
〕
、
私
は
合
法
面
に
と
り
の
こ
さ
れ
て
し
ま
い
、

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
内
に
私
も
亦
検
挙
さ
れ

て
し
ま
っ
た
〔
一
九
三
四
年
一
月
〕
。
…
…

　
と
な
っ
て
い
る
。
前
金
三
百
円
が
預
か
り
放
し
と
い
う
状
態
で
、
事
業
は

一
旦
潰
え
た
の
で
あ
る
。

　
　

七　

一
九
三
五
／
三
六
年
の
『
ナ
ウ
カ
社
版
全
集
』
発
刊

　　

貴
司
は
一
九
三
四
年
一
月
か
ら
約
三
か
月
間
、
杉
並
警
察
署
留
置
場
に

拘
禁
さ
れ
る
。
二
度
目
の
長
期
拘
禁
で
あ
り
、
こ
の
間
に
、
「
良
心
的
作

家
と
し
て
合
法
面
で
書
い
て
い
け
る
範
囲
に
後
退
す
る
」
と
い
う
転
向
戦

略
を
公
表
し
、
三
月
二
六
日
に
釈
放
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
以
降
の
一
九
三
四
年
後
半
、
三
五
年
、
三
六
年
と
い
う

二
年
半
は
、
む
し
ろ
そ
れ
以
前
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
全
盛
期
よ
り
も
、

よ
り
ま
と
ま
っ
た
い
く
つ
か
の
仕
事
を
果
た
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の

一
つ
が
『
小
林
多
喜
二
全
集
』
（
ナ
ウ
カ
社
版
）
の
編
纂
刊
行
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
全
集
発
刊
に
つ
い
て
は
貴
司
日
記
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
年
）

一
月
一
五
日
の
項
に
─
─

　

小
林
多
喜
二
全
集
を
ナ
ウ
カ
社
か
ら
出
す
こ
と
に
旧
臘
に
話
が
き

ま
り
そ
の
編
輯
に
つ
い
て
こ
の
間
、
中
野
重
治
を
同
道
、
同
社
へ

行
っ
て
社
主
の
大
竹
氏
と
相
談
し
、
小
説
の
み
を
三
巻
に
別
け
て
出

す
こ
と
、
一
冊
六
百
五
十
頁
位
と
し
、
四
六
判
一
円
五
十
銭
、
初
版

千
部
、
印
税
一
割
、
刊
行
会
へ
申
し
込
ん
で
き
て
い
る
分
を
二
百
人

と
み
、
そ
の
人
た
ち
に
は
一
人
に
つ
き
第
一
冊
を
一
円
二
十
銭
に
割

引
く
…
…

（
13
）

と
具
体
的
な
記
載
が
あ
り
、
ま
た
、
編
集
実
務
を
佐
野
順
一
郎

（
14
）

に
行
わ

せ
る
と
書
か
れ
て
お
り
、
貴
司
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
い
わ
ゆ
る
『
ナ
ウ
カ

社
版
全
集
』
の
発
刊
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
刊
行
会
申
込

者
を
割
り
引
く
、
と
い
う
の
は
前
章
で
ふ
れ
た
刊
行
会
前
金
払
い
込
み
者

に
義
理
を
果
た
す
と
い
う
意
味
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
『
ナ
ウ
カ
社
版
全
集
』
と
い
う
仕
事
を
な
ぜ
行
っ
た
か
、
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
た
か
は
「
全
集
の
歴
史
」 

に
そ
の
骨
子
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

一
九
三
五
年
に
、
私
は
幸
い
又
自
由
を
と
り
も
ど
し
た
の
で
、
一

存
で
や
は
り
こ
の
「
党
委
託
」
の
仕
事
を
つ
づ
け
る
こ
と
に
き
め
、

ナ
ウ
カ
社
を
発
行
所
と
し
て
、
小
林
多
喜
二
全
集
を
小
説
だ
け
三
冊
、
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論
文
は
ど
う
し
て
も
出
せ
そ
う
に
な
い
の
で
の
こ
し
、
代
り
に
書
翰

集
、
日
記
各
一
冊
を
編
さ
ん
し
て
、
合
計
五
冊
を
刊
行
し
た
。
こ
の

発
行
部
数
合
計
二
万
で
あ
る
。

　

こ
の
最
後
の
努
力
は
三
四
・
三
五
・
三
六
の
三
年
ご
し
の
仕
事
と

な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
は
、
も
う
小
林
多
喜
二
の
本
を
出
す
仕
事
な
ど

に
は
相
談
に
あ
ず
か
っ
て
く
れ
る
人
も
な
く
、
多
く
の
旧
ナ
ル
プ
の

文
学
者
た
ち
で
も
、
こ
わ
が
る
か
、
い
や
が

る
か
、
で
な
け
れ
ば
無
関
心
で
あ
っ
た
。
お

か
げ
で
私
は
こ
の
仕
事
を
ひ
と
り
占
め
に

す
る
こ
と
が
で
き
て
、
ず
い
ぶ
ん
楽
し
か
っ

0

0

0

0

0

0

0

0

た0

。
も
っ
と
も
、
こ
の
仕
事
が
「
党
遺
託
0

0

」

の
仕
事
で
あ
る
の
を
知
っ
て
い
た
中
野
重

治
、
宮
木
喜
久
雄
の
二
人
は
、
最
後
ま
で
私

に
協
力
し
て
く
れ
た
。
（
傍
点
伊
藤
）

　

そ
う
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
私
の

助
手
と
し
て
松
原
宏
遠
、
丸
山
義
二
、
盬
田

民
夫
（
盬
田
は
ナ
ウ
カ
社
員
と
し
て
）
が
は

た
ら
い
て
く
れ
た
。
書
翰
集
の
た
め
に
は
故

村
山
籌か

ず

子
が
長
い
あ
い
だ
む
く
い
な
き
協

力
を
つ
づ
け
て
く
れ
た
の
が
い
ま
も
忘
れ

が
た
い
。
書
翰
と
未
刊
行
原
稿
の
た
め
に
は

小
林
三
吾
が
は
た
ら
い
た
。
三
吾
の
か
げ
に

は
、
斉
藤
次
郎
そ
の
他
の
小
林
の
旧
友
が
、
は
た
ら
い
て
く
れ
た
の

だ
が
、
そ
の
時
は
名
を
秘
し
て
い
て
十
数
年
後
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
小
林
全
集
刊
行
の
過
去
の
た
た

か
い
は
、
こ
れ
に
参
加
し
て
は
た
ら
い
た
多
く
の
人
々
の
内
、
私
を

は
じ
め
、
党
員
で
な
い
者
が
中
心
と
な
り
、
党
員
は
そ
れ
に
助
力
す

る
格
好
で
推
進
さ
れ
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。

図４　一九三五年ナウカ社刊の『小林多喜二全集』（個人蔵）

「表紙扉と外箱」「扉写真」「奥付」
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そ
し
て
、
戦
後
、
何
の
心
配
も
無
く
多
喜
二
の
文
章
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
時
代
に
な
っ
て
発
刊
さ
れ
る
『
新
日
本
文
学
会
版
全
集
』
を
祝
う

こ
の
一
文
の
最
後
を
、
貴
司
は
こ
う
結
ん
で
い
る
。

　

全
十
一
巻
、
別
冊
二
巻
と
い
う
小
林
多
喜
二
全
集
の
決
定
版
が
世

に
出
る
は
こ
び
と
な
っ
た
こ
と
は
、
祝
福
に
た
え
な
い
の
だ
け
れ
ど
、

私
に
は
い
ま
に
な
っ
て
こ
の
立
派
な
全
集
を
み
る
こ
と
の
で
き
な
い

杉
本
良
吉
、
池
田
寿
夫
、
村
山
籌
子
ら
の
幻
が
な
つ
か
し
く
て
た
ま

ら
な
い
。

　

『
ナ
ウ
カ
版
全
集
』
発
行
の
経
過
は
、
上
記
の
貴
司
の
文
章
で
ほ
ぼ
語

ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
さ
ら
に
具
体
的
に
、
こ
の
全
集
の
個
々
の
作
品

が
、
何
を
底
本
と
し
ど
の
よ
う
に
編
纂
検
討
さ
れ
た
も
の
な
の
か
に
つ
い

て
は
、
こ
の
全
集
に
は
解
題
も
解
説
も
つ
い
て
お
ら
ず
、
別
個
に
書
誌
的

な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
全
集
編
纂
過
程
で
集
め
ら
れ
た
資
料
は
、
戦
時
中
、
ど
の
よ
う
に

秘
匿
さ
れ
、
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
、
戦
後
の
編
纂
事
業
と
ど
う
つ
な
が
っ

た
の
か
、
と
い
う
の
も
興
味
の
あ
る
点
で
あ
る
。

　

戦
後
最
初
の
全
集
編
纂
事
業
で
あ
る
『
新
日
本
文
学
会
版
全
集
』
編
纂

の
前
半
期
に
貴
司
は
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
編
纂
委
員
会
の
様
子
を

折
々
に
日
記
に
書
き
留
め
て
い
る
が
、
戦
前
の
ナ
ウ
カ
版
と
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
は
不
思
議
な
ほ
ど
言
及
が
な
い
。
む
し
ろ
、
例
え
ば
関
西
学
院

の
川
並
秀
雄
の
下
で
「
オ
ル
グ
」
の
完
全
ノ
ー
ト
を
発
見
し
た
こ
と
を
大

き
な
成
果
と
し
て
書
い
て
い
る
な
ど
、
戦
前
自
ら
編
纂
し
た
全
集
の
不
完

全
さ
を
自
覚
し
て
い
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
ま
た
、
勝
本
清
一
郎
や
手
塚

英
孝
の
持
っ
て
い
る
資
料
を
編
纂
委
員
会
に
引
き
渡
さ
せ
る
よ
う
に
い
ろ

い
ろ
手
を
尽
く
し
て
い
る
情
景
が
チ
ラ
リ
と
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
貴
司
が
編
纂
委
員
会
を
去
る
時
に
「
あ
と
は
党
員

諸
君
で
好
き
な
よ
う
に
や
り
た
ま
え
」

（
15
）

と
言
い
残
し
て
お
り
、
そ
の
時

実
質
的
に
委
員
会
に
残
っ
た
蔵
原
、
宮
本
、
壺
井
（
繁
治
）
、
手
塚
ら
が

継
承
し
、
共
産
党
所
蔵
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
端
は
『
小
林

多
喜
二　

草
稿
ノ
ー
ト
・
直
筆
原
稿
〈
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
〉
』
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

さ
ら
に
、
先
述
し
た
島
村
輝
「
小
林
多
喜
二
研
究
と
貴
司
山
治
の
役
割
」

で
は
、
『
ナ
ウ
カ
社
版
全
集
』
の
基
盤
と
な
っ
た
資
料
の
一
部
が
、
日
本

近
代
文
学
館
の
「
川
並
秀
雄
文
庫
」
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
今
後
の
研
究
に
期
す
べ
き
も
の
が
少
な
く
な
い
と
思

わ
れ
る
。

　
　

八　
　

〝
党
の
委
託
〟　

は
あ
っ
た
の
か

　

結
局
、
戦
前
の
小
林
多
喜
二
全
集
編
纂
に
、
一
貫
し
て
関
わ
っ
た
の
は

貴
司
山
治
で
あ
る
こ
と
が
、
ほ
ぼ
確
か
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
経
緯
は
錯
雑

し
て
い
る
。
貴
司
は
こ
れ
を
「
党
の
遺
託
」
に
基
づ
い
て
行
っ
た
仕
事
、

と
述
べ
る
が
、
そ
の
意
味
と
経
過
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
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ま
ず
、
最
初
の
全
集
で
あ
る
『
作
家
同
盟
版
全
集
』
に
ど
う
関
わ
っ
た

か
は
、
具
体
的
な
こ
と
は
判
ら
な
い
。
丁
度
こ
の
時
期
、
一
九
三
三
年
後

半
、
小
林
多
喜
二
の　

〝
右
翼
日
和
見
主
義
と
の
闘
争
〟　

の
矛
先
を
受
け
て

貴
司
は
作
家
同
盟
中
央
委
員
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
当
時
作
家
同

盟
に
立
て
籠
も
っ
て
中
央
に
対
し
て
造
反
中
だ
っ
た
鹿
地
亘
と
は
、
つ
か

ず
離
れ
ず
の
間
柄
だ
っ
た
こ
と
が
日
記
か
ら
推
察
で
き
る
し
、
小
林
の
死

後
、
「
党
生
活
者
」
の
中
央
公
論
掲
載
に
つ
い
て
立
野
信
之
と
と
も
に
中

公
編
集
部
の
相
談
に
あ
ず
か
り
、
ゲ
ラ
の
分
散
秘
匿
、『
作
家
同
盟
版
全
集
』

へ
の
採
録
を
前
提
と
し
た
製
版
・
紙
型
取
り
を
行
い
、
そ
の
紙
型
を
い
ず

れ
か
に
秘
匿
し
た
、
と
い
っ
た
相
当
に
立
ち
入
っ
た
こ
と
を
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
な
り
の
深
い
関
与
が
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

こ
の
後
全
集
事
業
が
文
化
聯
盟
・
共
産
党
中
央
に
移
行
し
て
い
く
中
で
、

貴
司
は
、
宮
本
顕
治
と
密
会
し
「
共
産
党
版
の
多
喜
二
全
集
発
行
に
、
合

法
面
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
働
い
て
く
れ
」と
い
う
依
頼
を
受
け
る
。

貴
司
は
「
非
合
法
組
織
発
行
と
い
う
の
は
到
底
無
理
だ
し
、
た
と
え
本
を

作
っ
て
も
広
く
頒
布
で
き
な
い
」
と
そ
の
非
現
実
性
を
指
摘
し
、
一
般
読

者
を
前
提
と
し
た
「
刊
行
会
」
で
発
刊
す
る
と
い
う
一
種
の
カ
モ
フ
ラ
ー

ジ
ュ
作
戦
を
提
案
し
、
宮
本
の
了
承
を
得
る
。
し
か
し
、
働
き
手
と
な
る

べ
き
「
文
化
聯
盟
」
は
崩
壊
し
、
一
九
三
四
年
早
々
に
は
貴
司
自
身
も
拘

禁
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
、
こ
の
計
画
は
瓦
解
す
る
。

　

貴
司
は
一
九
三
四
年
三
月
治
安
維
持
法
違
反
で
の
起
訴
を
前
提
に
保
釈

さ
れ
、
六
月
に
懲
役
二
年
執
行
猶
予
四
年
の
判
決
を
受
け
る
。
貴
司
は
こ

の
事
態
を
前
記
の
よ
う
に
「
私
は
幸
い
又
自
由
を
と
り
も
ど
し
た
」
と
受

け
止
め
「
一
存
で
や
は
り
こ
の
『
党
委
託
』
の
仕
事
を
つ
づ
け
る
こ
と
に

き
め
…
…
」
る
。
時
代
は
既
に
日
中
戦
争
開
戦
前
夜
と
い
う
緊
迫
し
た
状

態
に
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
活
動
家
は
獄
中
に
あ
る
か
、
あ
る
い
は
『
小

林
多
喜
二
全
集
』
編
纂
な
ど
と
い
う
こ
と
に
は
「
旧
ナ
ル
プ
の
文
学
者
た

ち
で
も
、
こ
わ
が
る
か
、
い
や
が
る
か
、
で
な
け
れ
ば
無
関
心
」
を
粧
っ

た
。
「
お
か
げ
で
私
は
こ
の
仕
事
を
ひ
と
り
占
め
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

ず
い
ぶ
ん
楽
し
か
っ
た
。
」
と
貴
司
は
皮
肉
を
こ
め
て　

〝
う
そ
ぶ
く
〟　

の

で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
『
ナ
ウ
カ
社
版
全
集
』
の
仕
事
は　

〝
委
託
〟　

で
は
な
く
て

「
党
遺
託
」
と
位
置
づ
け
る
。
つ
ま
り
、
委
託
者
の
宮
本
顕
治
は
下
獄
し

て
不
在
、
共
産
党
も
壊
滅
し
て
、
委
託
者
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら　

〝
遺
託
〟　

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

中
野
重
治
は
、
こ
の
一
連
の
貴
司
の
言
説
に
、
若
干
の
疑
問
を
呈
し
て

い
る
。
そ
れ
は
「
全
集
の
歴
史
」
の
な
か
の
「
こ
の
仕
事
が
『
党
遺
託

0

0

』

の
仕
事
で
あ
る
の
を
知
っ
て
い
た
中
野
重
治
、
宮
木
喜
久
雄
の
二
人
は
、

最
後
ま
で
私
に
協
力
し
て
く
れ
た
」
と
い
う
一
節
で
あ
る
。
中
野
は
、
貴

司
の
や
っ
て
い
る
ナ
ウ
カ
版
発
刊
の
仕
事
が
「
党
遺
託
」
と
は
意
識
し
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
中
野
は
、
戦
後
、
宮
本
顕
治
に
「
小
林
多

喜
二
全
集
の
仕
事
を
党
中
央
委
員
会
で
行
う
こ
と
に
決
め
た
」
と
い
う
事

実
が
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と

い
う
答
え
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る

（
16
）

。

　

戦
後
に
な
っ
て
か
ら
の
、
こ
の
あ
た
り
の
微
妙
な
や
り
取
り
を
少
し
考

え
て
み
る
と
─
─
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確
か
に
、　

〝
共
産
党
中
央
委
員
会
〟　

と
い
っ
た
組
織
が
正
式
に
議
決
し

た
か
ど
う
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

化
聯
盟
と
い
う
作
家
同
盟
の
上
部
機
関
の
組
織
的
決
定
は
あ
っ
た
と
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
記
の
よ
う
に
機
関
誌
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
』

に
は
全
集
発
行
の
長
大
な
檄
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
檄
文
で
あ

る
と
同
時
に
、
傘
下
の
同
盟
組
織
に
対
す
る
指
令
文
書
で
あ
る
。
機
関
決

定
な
し
に
こ
の
よ
う
な
文
書
が
、
機
関
誌
上
に
、
勝
手
に
載
る
わ
け
が
な

い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
文
化
聯
盟
と
い
う
も
の
の
実
態
は
何
で
あ
っ
た
か
と
い

え
ば
、
作
家
同
盟
は
じ
め
多
く
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
団
体
を
統
合
す
る

連
合
本
部
で
あ
り
、
実
質
は
共
産
党
の
文
化
政
策
を
傘
下
の　

〝
大
衆
団
体
〟　

た
る
各
同
盟
に
下
達
す
る
パ
イ
プ
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
共
産
党
中
央
（
と

い
っ
て
も
実
質
的
に
文
化
政
策
の
面
で
は
宮
本
顕
治
そ
の
人
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
）

の
了
解
な
し
に
、
こ
と
に
、
「
刊
行
会
」
組
織
と
い
う　

〝
貴
司
好
み
〟　

の

大
衆
的
手
法
を
含
む
事
業
計
画
を
檄
す
る
は
ず
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、　

〝
受
託
者
〟　

た
る
貴
司
の
意
見
を
宮
本
が
取
り
入
れ

た
結
果
の
指
令
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

つ
ま
り
、
一
九
三
三
年
の
文
化
聯
盟
の
全
集
編
纂
事
業
に
つ
い
て
、
貴

司
に
合
法
面
の
役
割
を
「
委
託
」
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
事
実
だ
っ
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
「
党
の
委
託
」
は
そ
こ
ま
で
で
あ
っ
て
、

宮
本
も
い
な
く
な
り
共
産
党
も
な
く
な
っ
た
一
九
三
四
～
五
年
の
段
階
で

貴
司
が
全
集
編
纂
事
業
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
自
ら
の
べ
て
い
る
よ
う
に

「
一
存
」
で
あ
り
、
誰
か
の
委
託
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

中
野
重
治
は
「
委
託
」
と
「
遺
託
」
を
区
別
せ
ず
に
語
っ
て
い
る
が
、

二
つ
は
異
な
っ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宮
本
が
「
委
託
」
に
関

し
て
共
産
党
中
央
の
関
わ
り
に
言
葉
を
濁
す
の
は
お
そ
ら
く
、
「
文
化
聯

盟
版
」
と
し
て
行
お
う
と
し
た
そ
の
事
業
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
た
め
の
、

政
治
家
と
し
て
の　

〝
お
と
ぼ
け
〟　

で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

九　
　

〝
情
報
現
象
〟　

と
し
て
の
文
学

　

戦
前
、
厳
し
い
禁
圧
下
に
あ
っ
た
小
林
多
喜
二
の
作
品
が
、
ど
の
よ
う

に
遇
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
「
全
集
刊
行
」
と
い
う
か
た
ち
を

追
う
こ
と
で
検
討
し
た
。
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
の
は
、
禁
圧
下
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
人
々
が
こ
の
、
二
九
歳
で
虐
殺
さ
れ
た
ナ
イ
ー
ブ
な
魂
と
身
体

を
も
っ
た
青
年
の
言
説
を
、
何
と
か
し
て
維
持
し
、
秘
匿
し
、
折
あ
れ
ば

メ
デ
ィ
ア
に
乗
せ
て
世
に
送
り
出
そ
う
と
し
た
、
そ
の
執
念
の
軌
跡
だ
っ

た
。

　

つ
ま
り
は
、
多
く
の
人
々
の　

〝
想
い
〟　

が
小
林
多
喜
二
の
テ
キ
ス
ト
の

維
持
と
伝
播
を
支
え
続
け
た
の
だ
。

　

私
は
本
稿
で
、
戦
前
の
小
林
全
集
の
「
書
誌
」
を
描
こ
う
と
思
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。

　

そ
う
で
は
な
く
、
私
は
「
文
学
」
と
い
う　

〝
情
報
現
象
〟　

の
総
体
を
考

え
た
い
と
思
う
。
─
─
あ
る
作
者
に
よ
っ
て
物
語
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
、

身
近
な
人
々
に
受
け
止
め
ら
れ
、
や
が
て
メ
デ
ィ
ア
に
放
た
れ
、
読
み
手

に
到
達
し
、
読
み
手
の
生
活
観
に
一
定
の
変
容
を
誘
起
し
、
そ
れ
が
ま
た
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読
み
手
の
生
活
の
輪
を
通
し
て
更
な
る
世
界
に
広
が
っ
て
い
く
…
…
バ
ル

ト
（R

o
l
a
n
d
 
B
a
r
t
h
e
s

）
は
「
読
者
の
誕
生
は
『
作
者
』
の
死
に
よ
っ
て

あ
が
な
わ
れ
る
」
と
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
比
喩
で
は
な
い
そ
の
と
お

り
の
こ
と
が
、
生
起
し
波
動
し
て
広
が
っ
て
い
く
の
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

注
（
１
）
貴
司
山
治
「
『
小
林
多
喜
二
全
集
』
の
歴
史
」
（
『
新
日
本
文
学
会
版
小
林
多

喜
二
全
集
第
三
巻
月
報
』
日
本
評
論
社
、
一
九
四
八
年
）
。
以
下
「
全
集
の
歴
史
」

と
略
称
。

（
２
）
島
村
輝
「
小
林
多
喜
二
研
究
と
貴
司
山
治
の
役
割
─
─
当
館
所
蔵
資
料
を
中

心
に
」
（
『
日
本
近
代
文
学
館
年
誌　

資
料
探
索
』
第
八
号
、
二
〇
一
三
年
二

月
）
。

（
３
）
伊
藤
純
「
小
林
多
喜
二
全
集
の
編
纂
過
程
─
─
『
貴
司
山
治
日
記
』
に
み
る

そ
の
表
裏
」（
『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
二
三
巻
三
号
、
二
〇
一
二
年
二
月
）
。

左
記
で
閲
読
可
能
。

<
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
r
i
t
s
u
m
e
i
.
a
c
.
j
p
/
a
c
d
/
r
e
/
k
-
r
s
c
/
l
c
s
/
k
i
y
o
u
/

p
d
f
_
2
3
-
3
/
R
i
t
s
I
I
L
C
S
_
2
3
.
3
p
p
.
6
7
-
8
4
I
T
O
.
p
d
f
>

（
４
）
貴
司
山
治
日
記
・
戦
後
関
連
部
分
は
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
以
下
を
参

照
。
『
貴
司
山
治
全
日
記
〈
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
〉
一
九
一
九
年
～
一
九
七
一
年
』
（
立

命
館
大
学
貴
司
山
治
研
究
会
編
、
不
二
出
版
、
二
〇
一
一
年
一
月
）
。

（
５
）
内
務
省
警
保
局
『
禁
止
単
行
本
目
録
』
復
刻
版
（
湖
北
社
、
一
九
七
六
年
七
月
）
。

（
６
）
貴
司
山
治
「
子
」
（
初
出
『
改
造
』
一
九
三
三
年
八
月
号
）
。
但
し
伏
せ
字
や

改
稿
が
多
い
の
で
、
保
存
さ
れ
て
い
た
自
筆
原
稿
に
よ
っ
て
原
型
を
復
元
し

た
も
の
を
以
下
で
閲
読
可
能
。

貴
司
山
治
ｗ
ｅ
ｂ
資
料
館

<
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
1
.
p
a
r
k
c
i
t
y
.
n
e
.
j
p
/
k
-
i
t
o
/
k
o
/
k
o
.
p
d
f
>

ま
た
私
家
版
貴
司
山
治
小
説
集
『
丹
波
ア
リ
ラ
ン
』
（
二
〇
〇
六
年
一
一
月
）

に
も
収
載
。

（
７
）
『
小
林
多
喜
二　

草
稿
ノ
ー
ト
・
直
筆
原
稿
〈
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
〉
』
（
雄
松
堂
、

二
〇
一
一
年
二
月
）
。

（
８
）
貴
司
山
治
・
尾
崎
秀
樹
「
私
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
」
（
『
文
学
』
一
九
六
五

年
三
月
号
、
岩
波
書
店
）
。

（
９
）
こ
の
こ
と
は
「
貴
司
山
治
日
記
」
一
九
三
四
年
七
月
三
日
の
項
に
も
、

一
九
三
二
年
五
月
の
作
家
同
盟
第
五
回
大
会
直
後
の
話
し
と
し
て
以
下
の
よ

う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
そ
の
時
は
私
は
す
で
に
も
ぐ
っ
た
小
林
を
始
め

と
す
る
そ
の
下
の
同
盟
の
幹
部
た
ち
か
ら
陰
に
陽
に
排
撃
さ
れ
て
、
中
央
委

員
に
大
会
で
一
旦
選
出
さ
れ
た
の
を
、
や
や
こ
し
い
陰
謀
風
の
や
り
方
で
更

め
て
罷
免
さ
れ
か
け
て
い
た
」
。
そ
の　

〝
陰
謀
風
〟　

の
手
続
き
を
示
す
作
家

同
盟
中
常
委
の
「
文
書
に
よ
る
中
央
委
員
会
」
な
る
チ
ラ
シ
が
、
小
樽
文
学

館
池
田
寿
夫
文
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
る
（
図
５
参
照
）

（
10
） 

戦
旗
社
事
件
と
鹿
地
亘
─
─
元
来
ナ
ッ
プ
の
芸
術
運
動
機
関
誌
と
し
て
創

刊
さ
れ
、
発
行
部
数
二
万
部
以
上
と
そ
れ
な
り
に
発
展
し
て
き
た
雑
誌
『
戦

旗
』
を
、
政
治
の
優
位
性
と
い
う
議
論
か
ら
、
一
九
三
〇
年
、
ナ
ッ
プ
か
ら

分
離
し
実
質
的
に
党
中
央
ア
ジ
プ
ロ
部
の
雑
誌
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
作
家
同
盟
の
一
部
か
ら
猛
烈
な
反
対
が
お
こ
り
、
鹿
地
亘
ら
が
上

部
団
体
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
聯
盟
や
党
中
央
に
造
反
し
、
作
家
同
盟
第
三

回
大
会
が
流
会
す
る
と
い
う
事
態
に
発
展
し
た
。
こ
れ
が
世
上
「
戦
旗
社
事
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件
」
と
し
て
報
じ
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
作
家
同
盟
の
も
め
ご
と

は
、
彼
の
二
度
目
の
造
反
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
鹿
地
に
関
し
て
は
、
戦
前

の
戦
旗
社
、
作
家
同
盟
に
腰
を
据
え
て
の
活
動
の
評
価
が
も
う
少
し
検
討
さ

れ
て
も
い
い
と
思
う
。
貴
司
は
日
記
で
非
常
に
多
く
の
悪
罵
を
鹿
地
に
放
っ

て
い
る
が
、
根
底
で
は
共
感
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
、
作
家
同
盟
の
解
散
、『
文

学
案
内
』
の
編
集
な
ど
重
要
な
局
面
で
協
働
し
て
い
る
。
『
文
学
案
内
』
の

中
国
関
係
の
情
報
の
窓
口
と
し
て
、
当
時
上
海
に
い
た
鹿
地
は
大
き
な
役
割

を
は
た
し
た
。
貴
司
は
鹿
地
を
上
海
の
内
山
書
店
内
山
完
造
に
紹
介
し
、
鹿

地
は
そ
の
内
山
の
周
旋
で
魯
迅
と
昵
懇
に
な
り
、
一
時
は
自
宅
に
寄
寓
す
る

ま
で
の
関
係
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
『
文
学
案
内
』
に
は
、
魯
迅
の
著

名
な
一
文
「
忘
却
の
記
念
の
為
に
」
と
、
誌
面
を
飾
る
近
影
を
も
た
ら
し
て

い
る
（
翻
訳
も
鹿
地
が
し
て
い
る
）
。

（
11
）
「
大
衆
の
手
に
よ
る
『
小
林
多
喜
二
全
集
刊
行
』
を
提
唱
す
─
─
「
小
林
多

喜
二
全
集
刊
行
会
」
の
意
義
と
任
務
」（
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
』
三
巻
六
号
、

一
九
三
三
年
八
月
）
。

（
12
）
貴
司
山
治
「
日
記　

一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）（
一
）
」（
『
国
文
学
』
八
一
号
、

関
西
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
、

一
二
八
頁
）
。
ま
た
左
記
に
も
収
載
。

浦
西
和
彦
「
翻
刻　

貴
司
山
治
日
記
─
─

一
九
三
四
年
～
一
九
三
八
年
」
（
『
貴
司
山

治
研
究
』
不
二
出
版
、
二
〇
一
一
年
一
月
、

一
九
〇
頁
）
。

（
13
）
貴
司
山
治
「
日
記
（
四
）
」
（
『
国
文
学
』

八
六
号
、
関
西
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
〇
三

年
二
月
、
二
四
頁
）
。
ま
た
左
記
に
も
収
載
。

浦
西
和
彦
「
翻
刻
貴
司
山
治
日
記
─
─

一
九
三
四
年
～
一
九
三
八
年
」
前
掲
、

二
四
一
頁
。

（
14
）
佐
野
順
一
郎:

貴
司
宅
に
長
年
寄
寓
し
て

い
た
こ
と
も
あ
る
高
知
出
身
の
作
家
志
望

者
。
『
文
学
案
内
』
に
い
く
つ
か
作
品
が
載
っ

て
い
る
。

（
15
）
「
貴
司
日
記
」
一
九
六
五
年
八
月
一
二
日
の

図５　「一九三二年五月「文書による中央委員会」チラシ（小

樽文学館所蔵・池田文庫）
　一旦選出された貴司に東京支部から異議が出されたので、貴司、

柾不二夫、武田麟太郎の三人で再選挙するから郵便で連絡せよ、と

いう趣旨
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項
（
『
貴
司
山
治
全
日
記
〈
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
〉
一
九
一
九
年
～
一
九
七
一
年
』
前
掲
）
。

（
16
）
中
野
重
治
「
書
か
れ
る
べ
き
小
林
伝
に
つ
い
て
」
（
『
年
刊
多
喜
二
百
合
子
研

究
』
第
一
集
、
河
出
書
房
、
一
九
五
四
年
四
月
）
。
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